
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

この情報紙は共同募金配分
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案内板の役割 情報紙作成

思う

13%

思わない

69%

不明

18%

２ ボランティア情報紙「にじ」および

「案内板」の作成に携わってみたいで

参加あり

37%

参加なし

51%

不明

12%

１ 案内板を利用してボランティアに参加した

ことは？

５月号での「情報紙についてのアンケート」にご協力いた

だきありがとうございました。先月号に続き結果の報告をい

たします。

■案内板が活用されているのかをアンケートから分析しました。案内板を見たことがきっかけ

で、約４割の方々が「ボランティアに参加したことがあります」と答えています。今後、より多

くの方がボランティア活動に参加していただけるような情報提供を心がけるとともに、新しい活

動も紹介していきたいと思います。

■「にじ」および「案内板」の作成に『関わりたい』と思う方は１２％に留まり、『関わろうと

思わない方』が多かったですが、情報紙の質を高めるためには、多くの方に「にじ」に関わって

いただきたいと思っています。ボランティア活動経験者の声や活動をしているグループの紹介な

ど、みなさんの声を掲載していきたいと思います。

主な意見
ボランティア個人の意見

・ボランティア募集よく読んでいる。

・いつも同じボランティア募集が目立つ。地域、内容など幅が広がると良い。

・ボランティア案内板を見て興味を持ったものはあるが、連絡するまでに至らなかった。

・はじめてのボランティアに1人での参加はためらう。

施設・団体の意見

・「にじ」を見てどのくらいの方が参加されるのか知りたい。

・ボランティアさんが決まった人になっている。新しい人が参加してくれたら・・・。
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この合宿は、自閉症の子ども達が集団でのルールを学んだり、普段では体験できない事や、

ボランティアさんはじめいろんな人との交流を深める場でもあります。自閉症の子たちは会

話が苦手なので、その子の理解している言葉で声かけし、やさしく接して下さい。 

 また、大きな音や、光などの刺激にも敏感です。刺激による不快感を与えず、その行動や

態度の意味を理解し、できるだけ穏やかに根気よく接して良い関係を作っていただきたいと

思います。 

 

「ボランティアちょっといい言葉」では、ボラン

ティアにまつわる名言をご紹介します。 

「人は、誰かを支えている時には、自分のことばかり考えるけれど、実は相手からどれだけ恵み

をもらっているかは、気づかないものだよ。」（石井亮一）  
 

石井亮一さんは、明治 24 年に、日本で初めての知的障害者福祉施設である滝乃川学園を創設

した方です。  
ボランティアは「他人や誰かのためにやってあげる」という構えで行いがちだが、そうでは

なくて、活動を通して自分自身が相手から学び成長させてもらっていることに気づくことが大

切だということですよね。  

日   時  平成２３年９月２４日（土）１５時から 

           ９月２５日（日）１２時まで 

場  所  岐阜市北野少年自然の家（岐阜市山県北野 2081 番地） 

参 加 者  小学 3 年～中学 3 年生の自閉症児の親子 

募集人数  ４名（体力のある方） 

持 ち 物  宿泊に必要な物、上靴、水筒、帽子、 

水着（お風呂介助のため） 

服  装  動きやすい服装 

     ※体を動かしますのでジャージなどが良いです。 

       
主な流れ 
9 月２４日（土）                 ９月２５日（日） 

１５：００ 役員・ボランティア集合         ６：００  起床 

１６：００ 参加者集合               ７：００  清掃 

１６：３０ 入所式                 ７：３０  朝食  

１７：００ 入浴                  ９：００  音楽療法    

１８：００ 夕食                 １０：３０  レクリエーション 

１９：００ キャンドルサービスとレクリエーション １１：３０  退所式 

２０：３０ 研修会（親・ボラ）          １２：００  解散 

２２：００ 消灯                  

問合せ・申込み先 

岐阜市ボランティアセンター 担当：山田 

ＴＥＬ ２５５－５５１１ ＦＡＸ ２５５－５５１２ 

子どもたちと共に過ごす事で、それぞ

れの子の個性を学び、貴重な経験をさせ

ていただきました。 

参加者の声 



　　東日本大震災から５か月以上経過し、被災地では

　多くの方々の支援をいただきながら復興活動が進め 　３月２８日～／８月１５日～（各８日間） 　　３月２３日から、災害ボランティアに関する相談窓口を 災害ボランティア活動を行う際は、

　られています。 　　大槌町社会福祉協議会災害ボランティアセンターへ、３月 　開設しています。震災発生後、数多くの義援金や支援物資、ボランティア活動保険（天災ﾀｲﾌﾟ）にご加入ください。

　　岐阜市社会福祉協議会では、被災地の地域福祉活 　と８月にそれぞれ１名の職員を派遣し、災害ボランティアセ 　災害ボランティア活動等に関する相談が寄せられました。 　①ボランティア活動保険の保険期間は年度ごとです。

　動を支えるために、現地への職員派遣や災害ボラン 　ンターの運営や生活福祉資金の相談業務等の支援を行いま 　　また、多くの方々が災害ボランティアとして登録をして 　　（毎年４月１日から新契約）

　ティアに関する相談事業等を行っています。 　した。 　います。 　②災害ボランティア活動を行う際は、被災地の負担を減ら

　　また、７月には「東日本大震災　災害ボランティ 　　岐阜市社協での災害ボランティア登録者数 　　すため、事前にお近くの社会福祉協議会の窓口での加入

　ア」を募集し、岩手県大槌町への災害ボランティア 　　（８月１０日現在） 　　をお願いします。

　派遣を行いました。 　　個人　２１３人 団体　２０団体 　③地震（余震）に起因する事故のケガは、「天災プラン」

　　東日本大震災は、かつてない長い支援活動が必要 　　また、本会ホームページでも被災地支援に関する情報を 　　でなければ補償されません。被災地で活動する場合は、

　となります。皆様方の変わらぬご支援をよろしくお 　掲載しておりますので、ぜひ一度ご覧ください。 　　すでに基本プランに加入している方でも、新たに「天災

　願いいたします。 　（ＨＰアドレス　http://www.gifushi-shakyo.or.jp） 　　プラン」への加入が必要になります。

日程：1日目 岐阜市を出発　北上市に宿泊／2日目 大槌町に移動し終日活動（釜石市に宿泊）／3日目 大槌町で終日活動（仙台市に宿泊）／4日目 仙台市出発　岐阜市着

　　岐阜市社会福祉協議会では、７月にボランティアを募集し、７月２６日～２９日の３泊４日の日程で岩手県大槌町に赴き、

　災害ボランティア活動を実施しました。２４人の方が参加し、現地では地元の方の呼びかけで始まった「鮭プロジェクト」

　の一環で取り組まれている「菜の花プロジェクト」に参加しました。 ◆ ボランティア活動そのものは物足りないくらいでした

が、現地を直接見て、現地の方の話も直接聞くことが

　 できました。家族や周りの人たちにも、報告したいと

思います。

◆ 多数の力の偉大さが分かりました。

◆ 同じ目標をもった「仲間」がいることがうれしい！

◆ 大槌町の地元の方、他県のボランティアの方とも話が

でき、つながりの深さを感じました。

　ボランティアバスの出発を バスに乗り込み、まずは 　 大槌町社協災害ＶＣ本部に到着。当日のボランティア活動 　活動場所である大槌町沢山災害ＶＣサテライトへ移動。 ◆ できれば現地の方と直接ふれあう活動がしたかった･･･
　待つ参加者のみなさん 自己紹介♪ 　 の内容確認を行いました。 　ボランティア受付を済ませ、いよいよ活動開始です！ ◆ 現地の方にしかできないこと、全国各地から支援でき

ることを考えつつ、長い目を持って支援していくこと

が大切だと感じました。

◆ 地元のみなさんの優しい心に接することができて、逆

にパワーをいただきました。

大槌町のみなさん、本当にありがとうございました！

　来年には菜の花がいっぱいになる大槌川をイメージしながら、堤防の草引きをしました。　↑２日間の活動の成果･･･！ 　菜の花が咲いたころ・・・また来たいネ！

１０月１６日（日）の主な内容 １０月２３日（日）の主な内容 開催場所 岐阜市都通２－２　岐阜市民福祉活動ｾﾝﾀｰ２階

10:30～12:00 講義 10:30～12:00 演習「防災ｹﾞｰﾑ」 参加費 無料 　　皆様からあたたかいご支援をいた

「東日本大震災におけるﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの現状」 12:00～13:00 昼食 申込方法 電話又はＦＡＸにて、お名前、住所、電話番号、 　　だき、ありがとうございます。

12:00～13:00 昼食「非常食の紹介と試食」 13:00～15:00 講義 年齢、性別をお伝えください 　　今後とも引き続きのご協力を、

13:00～15:00 演習「災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰの実施訓練」 「災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の大切なﾎﾟｲﾝﾄ」 申込先 社会福祉法人岐阜市社会福祉協議会 　　よろしくお願いいたします。

 講　師 ＮＰＯ法人レスキューストックヤード  講　師 ＮＰＯ法人レスキューストックヤード TEL058-255-5511　FAX058-255-5512

代表　栗田　暢之　氏 　　　松田　曜子　氏 申込締切 １０月７日（金）

鮭プロジェクトとは・・・

大槌川に戻ってくる鮭のために、川をきれいにする活動です。この

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの一環として、大槌川の河川沿いを菜の花でいっぱいにし

ようという「菜の花ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」を行っています。現在の主な活動

岩手県大槌町で災害ボランティア活動を実施！

災害ボランティア相談窓口開設中！

災害ボランティア養成講座に参加しませんか？ 東日本大震災 義援金にご協力いただき、

ありがとうございました！

岩手県大槌町へ職員を派遣！

災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰで

は、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾆｰｽﾞの調

査やﾏｯﾁﾝｸﾞなどのｺｰ

ﾃﾞｨﾈｰﾄを行っていま

10月16日（日）＆23日（日） 10：30～15：00

参加した皆さんから・・・
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相手の話を聞く、当たり前のことですがなかなか簡単ではありません。会話をしているときに、自分の思い込み

で先走ってしまったり、意見を押し付けて相手を不快にさせてしまったりしたことはないでしょうか。 

人の話を聞くということにも、それなりの技術や技能が求められます。 

 今回、お年寄りの方等のお話を「きちんと聴く」ことができるように、「傾聴ボランティア」の養成講座を開催

いたします。大勢の皆様のご参加をお待ちしています。 

１ 日程・内容  
 日   時 内   容 

１ ９月２２日（木）１３：００～１６：００ ①傾聴の基礎 ロールプレイ 

２ ９月２６日（月）１３：００～１６：００  ②感情に気付く③自己理解と他者受容、ワークショップ 

３ ９月２９日（木）１３：００～１６：００  ④潜在化している思いを知る ロールプレイ 

２ 会場  ナーシングケア寺田 地域交流スペース（岐阜市寺田７丁目８５番地） 

３ 講師  傾聴ボランティア団体「みみの木」 代表者 早川一枝 氏 

４ 募集人数  20 名 

５ 参加費用  無料 

６ 申し込み方法  電話・ＦＡＸ・郵便にて下記までお申し込みください。                           

                                                                       

簡単に出来るレクリエーションを紹介します。 
ねらい：左右で異なる手の動きを意識する② 

★２拍子３拍子 

左手を上下に動かして２拍子を繰り返し、右手は三角形 

を描くように３拍子を繰り返します。 

さあ、出来ましたか？今度は左右交代です。 

 

～応用編～  

「ちょうちょう」等の歌に合わせて行うとより難しくなりますよ。 

チャレンジしてみてください(#^.^#) 

申し込み先・問合せ先 

〒５０１－０１０４ 岐阜市寺田 7 丁目８５番地 

ナーシングケア寺田ボランティア担当 いなしま・川瀬 

電話０５８－２５５－５５５０ ＦＡＸ ０５８－２５５－５５８９ 

締め切り ９月９日（金） 

 

はじめはゆっくり動作する 

ように心がけましょう。 
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1  助成対象  

(1)一般助成：社会福祉に関する民間の事業で、先駆的・開発的活動研究に従事する個人及び団体 

(2)特別助成：日本国内において、対応が急務となっている下記社会的課題に関する民間の支援事業 

 ①精神障害者(発達障害者を含む)に関する支援事業   

②児童虐待防止に関する支援事業 

 ③ホームレス問題に関する支援事業  

 ④更生保護の活動に関する支援事業  

2 応募締切  平成２３年 9 月 30 日（必着） 

3 助成金額   

(1) １件あたり上限５０万円 (15 件程度に予定) 

(2) １件あたり上限１００万円(40～50 件程度に予定) 

※募集要領・提出書類等は下記連絡先まで 

※(2)は岐阜県社会福祉協議会(274-2940)の推薦必要 

4 問合せ･書類送付先    

社会福祉法人 社会福祉事業研究開発基金 助成申込係   

〒100-6611 東京都千代田区丸の内 1-9-2 

グラントウキョウサウスタワー 

  住友信託銀行(株) 年金信託部 業務企画課 気付 

  TEL：03-6256-3581 FAX：03-6256-3589 

                        

1  助成対象  

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動を目的とした団体･グループ （学生･若者のボランティア活動も積極的に支援します） 

特に在宅老人、障害児･者、児童問題等に対するボランティア活動 

2 応募締切  

平成２３年 9 月 15 日（当日消印有効） 

3 助成金額   

１件 ３０万円（上限）総額 1,500 万円 

※募集要領等は下記 HP からダウンロードできます。郵送にてお申し込みください。 

※社会福祉協議会・共同募金会等の推薦が必要です。 

4 問合せ･書類送付先    

公益財団法人 大和証券福祉財団 

 〒10４-0031 東京都中央区京橋 1-2-1 大和八重洲ビル 

TEL：03-5555-4640 FAX：03-5202-2014 

URL：http://www.daiwa-grp.jp/dsf/index.html 

 ※第 15 回（平成 20 年度）以降に当財団の助成を受けた団体・グループは、 

本年度の応募資格はありません。 
                  

  

 

  

 

 

 

 

 

  
  

新着の情報です。ぜひお役立てください！ 

 
・団 体 名  ＮＰＯ法人 なじみのふるさと  

・助成内容  地域住民との交流活動に必要な器具購入： 

農機具、草刈り機、ミニ耕転機（管理機）、倉庫 

 

・団 体 名  子ども支援 読書館じゃがいも 

・助成内容  図書館環境整備（トイレの壁・汚れの除去、カーペット交換、照明

の交換）プロジェクターの購入（買い替え） 

 

 

 
団体名  認知症を支える地域の会 

助成内容 認知症サポーター養成講座や、 

介護フォーラムなどに係る経費 
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子 

の
押
し
方
の
体
験
を
思
い
出
し
た
と 

言
い
ま
し
た
。「
あ
の
時
の
マ
マ
の
方 

が
、
重
か
っ
た
。
」
と
一
言
。
何
を
思 

い
出
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
（
山
中
） 

★
夏
休
み
も
残
り
わ
ず
か
。
バ
タ
バ

タ
と
過
ご
す
毎
日
も
あ
と
少
し
の
ガ

マ
ン
、
と
に
ん
ま
り
し
て
い
た
ら
、

子
ど
も
の
宿
題
が
あ
ま
り
進
ん
で
い

な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
大
ピ
ン

チ
！
何
で
こ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
け
、

し
っ
か
り
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
・
・
・
あ
と
少

し
、
親
子
で
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
恩
田
） 

ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ 

岐
阜
市
社
会
福
祉
協
議
会
・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で 

 
 

℡ 

２
５
５
―
５
５
１
１ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

相談件数７月分  ３８件 
・ボランティア募集  ５件 ・ボランティア登録・保険 １５件 ・ボランティア情報について ７件 

・助成金について   ２件 ・災害ボランティア     ５件 ・福祉教育            ４件 

ボランティア保険７月分 ９４件  
・ボランティア活動保険  ７０件・ボランティア行事用保険２４件・福祉サービス総合補償０件 

・送迎サービス補償     ０件      

   
     

              

 
 
 

ハートフルレクチャー <ボランティア基礎講座> 

～メイクセラピーでお顔も心もイキイキ変わる～ 【日時･内容】 

１回目 10 月 15 日(土) 
午後 2 時～4 時 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾒｲｸの実情とﾕｰﾓｱｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（ｼﾆｱ編） 

２回目 10 月 22 日(土) ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾒｲｸの実情とﾕｰﾓｱｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ（若年層・一般） 

【講  師】   米津 さち子 氏 (メイク＆ユーモアセラピスト) 

【場  所】   ハートフルスクエアーG ２階 大研修室 

【募集人数】   50 名 （応募者多数の場合は抽選となります。） 

【受 講 料】   500 円 (全２回分) 

【応募方法】   往復はがきに、①講座名 ②郵便・住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号を記入 

して、１０月１日(必着)までに下記までお申し込みください。直接申込の 

方は、返信用のハガキをお持ち下さい。 

【申込･問合せ先】 岐阜市生涯学習センター 生涯学習係 

         〒500-8521 岐阜市橋本町 1-10-23 ハートフルスクエアーG 内 

         TEL 058-268-1050 


